


はじめに

　既に１０年以上の前になるのですが「ＰＤＦの電子本」という駄文を書いて、パブーのような

無料掲載サイトに発表していました、中身は、ワードで書いてＰＤＦに変換すると言う基本的な

ことに過ぎなかったのですが、背景を画像や単色にして白抜きの文字を入れる方法、青空文庫の

振り仮名を消す方法、などを入れていたためか結構読んでいただいたのですが、残念ながらサイ

トが消えてしまいました。

 
　まだ携帯用の読書端末など無かった頃（ソニーから出ていたのですがほとんど知られていなか

った）電子本はありましたが専らＰＣで読むものだと思われていた頃、フォーマットとしてはＴ

－Ｔｉｍｅが注目され始めた頃、です。

 
　時代は変わりました、今更こんなことを書いてももう…とは思うのですが、電子本というのは
市販のものを購入するだけではなく、こんな楽しみ方もあるのだということを知っていただけ

れば…初心者の方の何かの参考になれば…と筆を取りました。
 





ＰＤＦをつくろう

　最も基本的でかつ簡単なのがＰＤＦです。

まず私の使っているソフトを書いておきますと、「ワード」「いきなりＰＤＦ」ということにな

るのですが、共に古いバージョンで、「ワード」ではまだＰＤＦを生成することができませんし

、「いきなりＰＤＦ」も現在は進化しているようです。ただ基本は同じですので参考にしてくだ

さい。「いきなりＰＤＦ」は有料ソフトですが、ＰＤＦについてはほぼ万能、これ一つでほとん

どのことができてしまいます、現在のワードはＰＤＦ化も可能と聞いていますし、ＰＤＦ化の無

料ソフトも「プリモＰＤＦ」「キューブＰＤＦ］など様々なソフトがあるようですが、これらの

ソフトは、プリンターとして動くものが何かと便利です。

 
　要するにワードで書いてＰＤＦに変換です、もちろん自分で文章を書いてもいいのですが、始

めは青空文庫のテキストファイルを借用するのが簡単です。青空文庫からはｚｉｐファイルをダ

ウンロードします、これを解凍して出来たＴＸＴをワードに貼り付けるのですが、注意するの

はワードのページ設定で、１ページ１画面でスクロール不要のＰＤＦにすること、（ここではＰ

Ｃの画面を指します、携帯用読書端末については後述）スクロールしながら読むのでは、特に縦

書きの場合読書の雰囲気にはなれません。

　フォントの種類や大きさなどは好み次第、これがワードを使ういいところです、以前「正に編

集長気分」と書いたのですが、挿絵やカットなどを自由に入れることも出来るのです。

 

上は普通の縦書き一画面、右は背景に画像を使った例



 



背景に画像を使う

　背景を白以外にしたり、画像を使う方法を簡単に述べておきます。

 

　　

 
　左のような塗りつぶした画像（ｊｐｇ）を用意しておき、目的のページに貼り付

けます、ページの余白は無視して一画面全体に引き伸ばし、「テキストの折り返し

」で「背面」に設定します、続いて文字を白にすればＯＫ、このとき背景が動くよ

うでしたら直します、背景画像の大きさはあまり小さいものでなければどんなものでもかまいま

せんが、絵の場合は歪みますので、縦横の割合をワードの画面と同じにしておきます。（私のワ

ードは古いので、新バージョンでは操作が異なるかもわかりません。）



 これはクリップアートを拡大したものです。



表紙を作ろう

　せっかくの電子本ですから、表紙をつくってみませんか。１ページ目（はじめに）のような見

開きでもいいのですが、これだとＴＶのタイトルのような感じです、そこでより本らしく、閉じ

た状態の表紙にしてみました。

　

これは画像のように見えますが、ワードのdocファイル、また黒い部分を含めて一画面です。左
は表、右は裏表紙。この白い部分に絵や写真を貼り付け、「ワードアートの挿入」機能で文字を

入れると完成、このdocファイルをつくって置くと絵や文字を変えるだけで何度でも使えます。（
右には何か絵が入っていますが、これは青空文庫に共通の裏表紙として私が使っているもの

です。）

 下は自炊したものです、自炊ではカバーを別にスキャンしておき、貼り付けます。



 



完成

　

こうすると本らしくなりませんか。

 
　作業の流れをまとめると次のようになります。

本文作成（扉や奥付をつけるとより凝ったものになります）→ＰＤＦ化

表紙作成→ＰＤＦ化

裏表紙作成→ＰＤＦ化（これはよく省略）

出来た三つのＰＤＦを結合

 
　問題はＰＤＦの結合ソフトですが、これもいろいろなフリーソフトがあるようです

もちろんワードで表紙から裏表紙まで一続きのファイルとしてつくることも可能です、この場合

ＰＤＦ結合ソフトは不要です。（私は表紙の原型を作っておき、必要に応じ、結合して使うよう

にしています、これだとワード以外のソフトでつくったＰＤＦ，既に完成しているＰＤＦにすぐ

表紙を加えることができますし、「いきなりＰＤＦ」の結合では、設定によって、全画面表示で

起動するＰＤＦになるために、わざわざ表紙を結合させているのですが、これは、読書という以

上邪魔なものの無い全画面表示で読みたいからです。）

 
　私のパブー本について

 
　つまらないものですが、赤川次郎氏「幽霊シリーズ｣の贋作を発表しています。これもワードで

書き、ＰＤＦを作成、さらにjpgに変換した画像です。縦書きで一画面が一度に読めるようにした
のですが、ＩＥ表示１００％だと下余白がずいぶん無駄になっています、これはＩＥでの拡大１

５０％で読むことを原則にしているためで、私の視力ではこの程度がちょうどいいのです。私的

なことはともかく、パブーでも縦書き表示ができるという一つの見本になれば幸いで、これなら

挿絵なども自由な位置に入れることができます。（ただし訂正は非常に面倒になります、そのた

め私のパブー本は誤字や脱字だらけ、きちんと校正してから発表すればいいのですが…それにＰ
ＤＦ化にも下余白に問題が残ります。）

 　一応ワードの設定を書いておきますと、用紙・・幅１０６　高さ１１０　余白・・上４　下２
５　左右１０　それぞれｍｍ　フォント・・９Ｐということになります。





Chain Lp

  「Chain Lp」というソフトをご存知と思います、実に多機能な凄いソフトなのですが、フリーソ
フトとして提供されています。何が凄いか？これは数々あるのですが、まず生成されるＰＤＦの

解像度をソニーのリーダーＷ584Ｈ754からＰＣのＸＧＡＷ1024Ｈ768まで、自由に設定できるこ
とがあります、自分の使う端末に合わせて設定すればよく、より細かな調節もできます。

　次に元データは、ＴＸＴ、ＪＰＧ等の画像の他に既成のＰＤＦそのものも使うことができるこ

と（画像ＰＤＦ）、先にワードを使い青空文庫のＴＸＴをと書きましたが、本来ワード（一太郎

でもいいですし、その他ＴＸＴ編集ソフトでも）を使うのは自分の文章の場合で、青空文庫なら

直接この「Chain Lp」を使えばいいわけですね。（青空文庫についてはもっと凄い機能が秘めら
れているのですが後述）

 
　まず私が最もよく使っていることがらから書いておきます、自炊には「ＳｃａｎＳｎａｐ

　1500」を使っているのですが、使い始めて最初に躓いたのが、モノクロですが写真や挿絵の入
った本、文字だけの本なら白黒でスキャンすればいいのですが、これだと写真や挿絵は黒く潰れ

て汚いものになってしまう、そこでグレーでスキャンすると写真挿絵は綺麗なのに今度は紙の色

がグレーで入ってしまい、薄暗い画面に…ということでした。
　　「Chain Lp」はガンマ値を下げる（上げる）ことができるのです、そこでスキャンはグレ
ーモードで、入ってしまった紙の色はガンマ値を下げてできるだけ白に近く、こうするとスキャ

ンしただけのものに比べると見違えるぐらい綺麗になります。もちろんガンマ値が下がっている

わけですから、文字、写真なども全体として薄くなります、これはどのあたりで妥協するかで

すが。

                                　　

  左はグレーモードでスキャンしたまま、右はＣａｉｎＬｐで修整、これはコミックの例です。ただどの程度値を下げて
もいいかは、元の原稿によって異なりますので、ある程度試行錯誤ということになります。



余白除去

   私のよく使うChain Lpの機能のもう一つは、余白除去です。余白をカットすればその分文字が拡
大され読みやすくなるためですが、まあ目のいい方にとっては必要がないかもわかりません。こ

こでは少し変わった使用例を挙げておきます。

 

　国会図書館の近代文庫からダウンロードしたPDFで「足の痕」という明治の探偵小説なのです
が全画面表示にしても文字が細か過ぎます。



左右と下の余白をカットしてみました、これならなんとか読むことができます。（さらにカット

すればいいのですが、国会図書館のものは画像の位置が一定していないのでこのあたりで止めて

おきました。）

 
　白、グレー、黒の割合や余白除去はより詳細に設定ができます。　

　　



Chain Lpと青空文庫

　　Chain Lpは自炊には欠かせないソフトですが、青空文庫に対しても強力な機能を持ってい
ます。青空文庫のサイトにアクセスする必要なく、検索とダウンロードが可能なのです。

　　起動させて「ツール」をクリックすると「青空バッチ」「青空ダウンローダー」のメニュー

が出ますから必要に応じて使用します。

 
「青空ダウンローダー」

　zipファイル、datファイル、PDF（もしくは他の形式）ファイルが一度にダウンロードできます
。

 
「青空バッチ」

　ここでは選択した複数のPDFファイルが自動でダウンロードできます、例えば岡本綺堂の半七
捕物帳を全て選択すると、自動で60にも及ぶ半七のPDFが出来るわけです。（私のPC、VISTAで
は多数のファイルを一度に入れるとエラーの表示が出るのですが、かまわず走らせておけば正常

にダウンできています。）

 
　Chain Lpは必ず新バージョンを使ってください、これは青空文庫側がフォーマットを変更した
ためで、旧バージョンではうまく動きません。

 

 
　　

 



ページめくり

　本というと、ページをめくりながら読みたくなってきます。PDFのリーダーにもこの機能があ
るものをみつけたのですが、海外のソフトのため、左綴じしかできませんでした。

私が使っているフリーソフトを二つ紹介しておきます。

 
Seasaidsoft「メディアブックパブリッシャー」
　もともとは建築作業経過写真のアルバム作成ソフトだったようです。そのため画像しか読み込

めないのですが、PDFを画像化すれば、めくれる文章の電子本ができあがります。私は画像化
に「いきなりPDF」を使っていますが、ScanSnap1500に付属していた「ScanSnapOrganizer」
でも可能です。

　このソフトのいいところは、EXEファイルとして出力できること、これならソフトを持ってい
ない人に渡すことができるわけです、EXEですからPDFのようにアイコンに内容が表示されない
のですが、「メディアブックシェルフ」という本棚ソフトも用意されています。欠点は起動が遅

いことですが、起動してしまえばスムーズに動きます。

 
「窓の中の物語」

　　軽快に動きます、紙にあたる背景に羊皮紙などというものが用意され、音楽を聞きながら読

書もできるおもしろいソフト。作者はサイトを閉じているのですが、別の場所からダウンロード

できます。（背景は自分でつくったものも使えます。）



 

 

   
背景（用紙）の例



おわりに

　　青空文庫なら様々な縦書きで読めるソフトがあります、私が気に入っているものでは「Ｐａ

ｇｅ 1」、これは画像出力ができますから、「Chain Lp」に読ませると、自分で設定した通り
のPDFが、「窓の中の物語」には出力機能はありませんが、CDからでも動くので複数のTXTと一
緒に入れておくと電子本CDが…
携帯端末用には「青キン」「青Ｐ」サイトでは「ソニーリーダーで青空文庫」などなど…
 
　　場合によってはいろいろ使ってみるのも面白いのですが…（実際は「Chain Lp」があればほ
ぼ万能ですね、私は専らＰＣ全画面で読むので、携帯端末には興味がありません、それで

も「Chain Lp」のリーダーやキンドルの画面設定は役に立っています、ではどう使うか、これを
述べて終りにします。

 
　　キンドルなどの画面設定で出力すると、当然縦長のページになりますね、これを再び「Chain
Lp」で両開きにすると読みやすくなるのです。（画像ＰＤＦとして出力したもの）（青キンのサ
イトでつくったものは「Chain Lp」では読めないのですが、jpgに変換すると読めるようになり
ます。）

 
　　「Chain Lp」をはじめ様々なソフトを発表してくださっている作者の方々に感謝いたします
、本来ならこれらの方々についてより詳細に述べておくべきなのですが、ここでは省略させてい

ただきました。

 
　　と、読むよりいじって楽しむようなことになってしまいましたが、要するに退職者の暇つぶ

しです、ごめんなさい！
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